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新しい年を迎え、早くも一か月が過ぎました。 
立春を迎えたこの時期は、一年で最も寒さが厳しい頃とされますが、施設周

辺では梅のつぼみが少しずつ開花し始め、春の気配も感じられるようになって

まいりました。 
 ご利用者の皆様は、室温が管理された環境の中でお過ごしではありますが、

寒暖差や乾燥は体調に影響を及ぼしやすいため、衣類の調整や水分補給、室内

湿度の管理など、細やかな対応を心掛けております。ご家族の皆様におかれま

しても、面会の折には体調面の変化などお気づきの点がございましたら、遠慮

なくお知らせいただければ幸いです。 
 さて、施設では２月３日に節分の行事を行いたしました。今年も赤鬼、青鬼

に扮した職員に向けて「鬼は外、福は内」と元気な掛け声とともに豆まきを行

い、一年間の無病息災を願いました。ご利用者の皆様の力強い豆まきの様子に、

会場は笑顔と活気に包まれ、春を迎える準備が整ったように感じられました。 
 また、現在はこれも慣例となっておりますひな祭りの行事(２月２８日実施予

定)に向けた準備を進めております。季節の移ろいを感じながら、皆様が楽しみ

にしてくださる行事を大切に、多くの皆さんが経糸や横糸となって紡ぎ合って

もらえることで、ご利用者の生活の中に彩を添え、豊かにそして暖かさを感じ

られるものにしていきたいと考えております。 
 加えて、施設では令和８年度の事業計画策定を進めております。昨年度の運

営状況やご利用者・ご家族のご意見を踏まえながら、より安心して生活してい

ただける環境づくりと、職員の専門性向上を図る取り組みを充実させてまいり

ます。終の棲家として信頼される施設であり続けられるよう、職員一同努めて

まいる所存です。 
 寒さ厳しき折、皆様におかれましてもどうぞご自愛ください。引き続きご理

解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
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